





























　各図書館ごとに Google カレンダーを活用し、TOP ページ
に配置して、利用者にスケジュールを公開した。従来のもの
よりも、色分けなどを工夫して視認性の向上につとめた。
3．今後の課題
　Web サイトによる利用支援・研究支援にとって常に問
題となるのは、コンテンツを充実させつつ、同時にサイト
構造をシンプルに分かりやすく保つことにある。たとえば
（これらは現時点ではリニューアルサイトに組み込んでは
いないが）、「WINE（OPAC）」、「学術情報検索」、「電子
ジャーナルポータル」、「古典籍総合データベース」、「早稲
田大学リポジトリ」などのデータベースは種類が豊富な一
方、それぞれが単独に存在しており、初心者には分かりに
くいという声もある。今後もより適切な導線・レイアウト
を検討し、利便性を高めていきたい。
図書館 Web サイトのリニューアル
滝沢　麻衣 （情報管理課）
【図１】古典籍総合データベースの資料画像を用いた“冬”の TOP ページ：「むつの花子供の戯（あそび）」
（『子供あそび錦絵集』）歌川広重ほか画　錦絵貼込帖より
